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B 132 胴原型の考察（第三奴）一衿ぐリ曲線一
県iL新潟家短大　平沢和子

　目白ｸ胴邨(7) 近似体表を^'^図r-よって得ることが了^ れぼ. 体形の数量化におiﾅる作図
との関連の謎認，胴邸原型に意.図的にゆるみ･を加えてゆく短寸式原型作図法への応ヽ用. 更

にカバ｀一辛を予測で｀きる胴妙原型作図汰署が｀'考えられる。これらを目的として体形を数量

化しこれを用いる,晨開方法を羨討しfc。被皺Mii前面・後面に舶ﾅ青罪ヵ･3-ぐ平均年々tﾀ.

3 才) 各n 匁名づ老年タチ(･弔均年冷が,夕才; .各々加ゐ乙レ李拡%:碓認した。前報では

背面にっい了轍きしt:ヵヽ゛，今回は輦付積囲線における形舒的特贅を胴部原型の衿ぐソめ旅

の視点ヵヽり考察しに。

　方派　体表締取は,?ﾌｱ年~,/ﾀむ年のb-t月fあ^｡計測か,・計測線を;サインペン･ 半ッ

アヂj=- >-・がず4ラインrevし. 奉＆笑長をマルrン式計列器,の他，試ﾀﾞ乍したキ･，クY

－ヂを恥ヽて前釦7康則後面励項目を封刺しt-。これを用いて作図し，不絨和こよリ直
渚作表にあて虚認しtz.

　鋤果(D各剌此間の体表実長を夏めること[: Xり，正.碓，JS一容易に衿ぐリ座7練，肩傾

糾, 前降ダーツ｛を合む単統化し7こii恢体表を得ること｡*'"で,きた｡R原型にh'ける衿くリ

曲線を場く仁めの邨ヽ雲不司‘欠な計測墳曰は前後の柴ゆ・頚丈及び‘案内備(仮定.j)・ぶ須目

であろ。③策吋紐囲の形態跨徴の貧態をこれら6堆目の他，小池恥分滸の前張部く')，後
倣卵くりを用いて報告する。@脅年ヒ老年の形態特機を比軟ずれば肩奪建ﾀ,｡“認めりれない

雅付錐周峰に対し有年l*後畑中がfしい吻蕩｡疹で大きい。亮年u 前像丈わヽ"麟fに大t なり，

前捜雖巾は小となる。周径は同じ肘澗植't-示すヵヽ゛形<n)i二-て｀'口大さな変化を認めfこ。


